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(57)【要約】
【課題】煮汁が筐体内に侵入したとしても、当該煮汁が
ガス配管に滴下するのを防止できるコンロを提供する。
【解決手段】天板のバーナ開口部を通じて筐体内に侵入
した煮汁のうち、グリル庫５００の側部方向に流動した
煮汁は、グリル庫５００の右壁部５１に取り付けられた
ダクト部８０の縦壁部８１を伝って下方に流れ落ちる。
ガス配管１０１に向けて縦壁部８１を伝わり落ちる煮汁
は、縦壁部８１の下端部８１２において、ガス配管１０
１が配設された配設領域と上下に重なる位置に設けられ
た折り返し部８１３により受け止められる。これにより
、ガス配管１０１上に煮汁が直接かかり腐食等が生じる
のを防止できる。また、縦壁部８１において、ガス配管
１０１が配設されていない非配設領域と上下に重なる位
置に切欠き部８１５を設けることにより、煮汁を非配設
領域に積極的に滴下させることができる。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体と、
　前記筐体内に設置されるグリル庫と、
　前記筐体の上部に取り付けられる天板と、
　火炎が形成される炎孔部を有する本体部を備え、該本体部が前記天板に設けられるバー
ナ開口部を上下に挿通するように設けられるコンロバーナと
を備え、
　前記筐体内には、ガスが流れるガス配管が配設される配設領域と、前記ガス配管が配設
されない非配設領域とが夫々形成され、
　前記グリル庫の左右の両側部には、上下方向に延びる縦壁部が夫々設けられ、
　前記縦壁部の直線状に延びる下端部において、
　前記配設領域と上下に重なる部分には、上方に折り返された折り返し部が設けられ、前
記非配設領域と上下に重なる部分には、下方に突出する突起部、又は切欠き状に形成され
た切欠き部が設けられていること
を特徴とするコンロ。
【請求項２】
　前記両側部は、前記グリル庫の左右一対の側壁であって、
　前記一対の側壁の夫々には、
　燃焼用の二次空気を前記グリル庫内に取り入れる為の空気孔と、
　前記空気孔を外側から覆うと共に、前記二次空気を取り入れる開口部を下側に形成し、
該開口部から取り入れた前記二次空気を前記空気孔に案内する為のダクト部と
が設けられ、
　前記ダクト部は、
　前記側壁に対して隙間を空けて対向する位置に配置された前記縦壁部を備え、
　前記縦壁部の前記下端部において、
　前記突起部又は前記切欠き部は、前記下端部の長手方向の中央部に設けられ、
　前記折り返し部は、前記中央部を挟む前後の位置に夫々に設けられていること
を特徴とする請求項１に記載のコンロ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンロに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、筺体と、筺体内に設けられるグリル庫と、グリル庫の左右に固定されるバーナ取
付台に支持されるコンロバーナと、筺体上部に装着され、所要位置に穿設されたバーナ開
口部からコンロバーナのバーナ本体部を上下に挿通させるようにして、バーナ本体部の上
部を外部に露出させる天板等を備えたコンロが広く提供されている（例えば、特許文献１
参照）。
【０００３】
　このようなコンロの多くは、筺体の前部に、グリル及びコンロバーナへのガス供給量を
調整する複数のガス量調節装置が設けられている。筐体の後部には、ガスホースと接合す
る接続具が設けられている。接続具にはガス配管が接続されている。ガス配管は、夫々の
ガス量調節装置に直接的に接続されている。これにより、各ガス量調節装置を通じてコン
ロバーナ、及びグリル庫内のグリルバーナにガスが供給される。ガス配管は、グリル庫の
配設位置に対応して下方向に屈曲するように形成されており、グリル庫の配設位置におい
ては、グリル庫の下側を潜り抜けるように配設されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００４】
【特許文献１】特開２０１４－５４４６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記コンロにおいては、天板上に煮汁がこぼれると、当該煮汁が天板に設けられたバー
ナ開口部を通じて筐体内に侵入することがある。こうした煮汁がグリル庫上に流れ、グリ
ル庫の側面を伝って流れ落ちた場合、グリル庫の下側を潜り抜けるガス配管に滴下し、当
該ガス配管の腐食、破損の要因になる可能性があった。
【０００６】
　本発明の目的は、煮汁が筐体内に侵入したとしても、当該煮汁がガス配管に滴下するの
を防止できるコンロを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１に係る発明のコンロは、筐体と、前記筐体内に設置されるグリル庫と、前記筐
体の上部に取り付けられる天板と、火炎が形成される炎孔部を有する本体部を備え、該本
体部が前記天板に設けられるバーナ開口部を上下に挿通するように設けられるコンロバー
ナとを備え、前記筐体内には、ガスが流れるガス配管が配設される配設領域と、前記ガス
配管が配設されない非配設領域とが夫々形成され、前記グリル庫の左右の両側部には、上
下方向に延びる縦壁部が夫々設けられ、前記縦壁部の直線状に延びる下端部において、前
記配設領域と上下に重なる部分には、上方に折り返された折り返し部が設けられ、前記非
配設領域と上下に重なる部分には、下方に突出する突起部、又は切欠き状に形成された切
欠き部が設けられていることを特徴とする。
【０００８】
　請求項２に係る発明のコンロは、請求項１に記載の構成に加え、前記両側部は、前記グ
リル庫の左右一対の側壁であって、前記一対の側壁の夫々には、燃焼用の二次空気を前記
グリル庫内に取り入れる為の空気孔と、前記空気孔を外側から覆うと共に、前記二次空気
を取り入れる開口部を下側に形成し、該開口部から取り入れた前記二次空気を前記空気孔
に案内する為のダクト部とが設けられ、前記ダクト部は、前記側壁に対して隙間を空けて
対向する位置に配置された前記縦壁部を備え、前記縦壁部の前記下端部において、前記突
起部又は前記切欠き部は、前記下端部の長手方向の中央部に設けられ、前記折り返し部は
、前記中央部を挟む前後の位置に夫々に設けられていることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　請求項１に係る発明のコンロでは、天板のバーナ開口部を通じて筐体内に侵入した煮汁
のうち、グリルの側部方向に流動した煮汁は、縦壁部を伝って下方に流れ落ちる。ここで
、流れ落ちた煮汁のうちガス配管に向けて伝わり落ちる煮汁は、縦壁部の下端において、
配設領域と上下に重なる位置に設けられた折り返し部により受け止められる。これにより
、ガス配管上に煮汁が直接かかり腐食等が生じるのを防止できる。また、縦壁部において
、非配設領域と上下に重なる位置に突起部又は切欠き部を設けることにより、煮汁を非配
設領域に積極的に滴下させることができる。これにより、煮汁が折り返し部からオーバー
フローしてガス配管にかかるのを防止できる。
【００１０】
　請求項２に係る発明のコンロでは、請求項１に記載の効果に加え、ダクト部の縦壁部の
下端部は、中央部において対称形状にできるので、左右一対の側壁に夫々設けられる二つ
のダクト部を共通化できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】コンロ１の斜視図である。
【図２】図１に示すＩ－Ｉ線矢視方向断面図である。
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【図３】天板を省略したコンロ１の斜視図である。
【図４】グリルユニット４０の分解斜視図である。
【図５】ユニット本体部５０の斜視図である。
【図６】ダクト部８０の右側面図である。
【図７】ダクト部８０の正面図である。
【図８】ダクト部８０の平面図である。
【図９】前板部２４に固定されたグリルユニット４０の右後方から見た斜視図である。
【図１０】ダクト部８０１（変形例）の右側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照して説明する。以下に記載されている装
置の構造などは、特定的な記載がない限り、それのみに限定する趣旨ではなく、単なる説
明例である。図面は、本発明が採用しうる技術的特徴を説明するために用いられるもので
ある。以下説明は、図中に矢印で示す左右、前後、上下を使用する。
【００１３】
　図１～図３を参照して、コンロ１の外観構造を説明する。図１，図２に示すように、コ
ンロ１は、グリル付きテーブルコンロである。コンロ１は、筐体２と天板３を備える。筐
体２は、上部が開口する略直方体状に形成されている。天板３は、平面視略矩形状に形成
され、筐体２の開口する上部にネジ（図示略）で固定されている。天板３の種類は限定し
ないが、例えばホーロー素材等を採用できる。天板３の右側には、バーナ開口部２０１が
設けられ、左側には、バーナ開口部２０２が設けられている。それらバーナ開口部２０１
，２０２の夫々の内側を上下に挿通するように、右コンロバーナ５と左コンロバーナ６が
設けられている。天板３の左右方向の中央部の後端側には、排気口部９が設けられている
。排気口部９は、平面視左右方向に長い略矩形状に形成されている。排気口部９は、筐体
２内に設置されたグリル庫５００（図２参照）内の燃焼によって生じた燃焼ガスを、外部
に排出する。排気口部９には、複数のスリット１９１を備える安全カバー１９０が上側か
ら装着されている。
【００１４】
　図３に示すように、筐体２は、筐体２は、筐体本体部２０、前板部２４の二つの板金部
材を互いに組み付け、ネジ（図示略）で固定することによって構成されている。筐体本体
部２０は、前側が開口する平面視略Ｕ字形状に形成されている。筐体本体部２０は、右側
板部２１、左側板部２２、後板部２３を備える。後板部２３は、右側板部２１及び左側板
部２２の夫々の後端部同士を繋いでいる。そのような筐体本体部２０の開口する前側に、
正面視略矩形状の前板部２４がネジで組み付けられている。
【００１５】
　前板部２４の左右方向の中央部には、グリル用の開口部２５（図２参照）が設けられて
いる。開口部２５の左右両縁部の夫々の上部には、後方に突出する係止爪２５１（図９参
照、図９では右縁部に設けられた係止爪２５１のみ図示）が設けられている。これら左右
一対の係止爪２５１には、後述するユニット本体部５０の右側面部５１３及び左側面部５
２３に設けられたスリット５１３Ａ，５２３Ａ（図５，図９参照）が係止される。さらに
、開口部２５の上縁部にも、後方に突出する左右一対の係止爪（図示略）が設けられてい
る。これら一対の係止爪には、後述するグリルフード６０の上縁部６４に設けられた一対
のスリット６４１，６４２（図４参照）が係止される。これにより、前板部２４に対して
グリル庫５００の前側部が固定され、開口部２５の内側には、グリル庫５００の前側に設
けられたグリル開口５０１（図２参照）が配置される。開口部２５には、グリル扉１０が
前後方向に移動可能に設けられている。ユーザがグリル扉１０を手前側に引き出すと、グ
リル扉１０の背面下部に連結した受皿４（図２参照）と焼き網（図示略）を、グリル庫５
００内から同時に取り出すことができる。
【００１６】
　前板部２４の前面において、グリル扉１０の右側には、ツマミ１１，１２が設けられて



(5) JP 2017-166774 A 2017.9.21

10

20

30

40

50

いる。グリル扉１０の左側には、ツマミ１３が設けられている。ツマミ１１～１３は押し
回し式である。ツマミ１１は、右コンロバーナ５を点火する場合に、正面視反時計回りに
約９０°押し回しされる。点火後は、時計回りに回動させることによって、火力が大火力
から小火力に調節される。ツマミ１１を点火前の位置に戻すと、右コンロバーナ５が消火
される。なお、ツマミ１２と１３の操作方法は、ツマミ１１と同じである。ツマミ１２は
、グリル庫５００内に設置されるグリルバーナ６５（図２参照）を点火する場合に押し回
しされる。ツマミ１３は、左コンロバーナ６を点火する為に押し回しされる。ツマミ１３
の左側には、電池ボックス１５が設けられている。電池ボックス１５は、コンロ１に電源
を供給する乾電池（図示略）を格納する。なお、ツマミ１１～１３は、押し込み式のスイ
ッチ等であってもよい。
【００１７】
　図２～図５を参照し、筐体２の内部構造を説明する。筐体２の内側における略中央部に
は、グリルユニット４０が設置されている（図２，図３参照）。図２，図４に示すように
、グリルユニット４０は、下から順に、グリル庫５００と遮熱板７０を備える。グリル庫
５００は、下から順に、ユニット本体部５０とグリルフード６０を備える。ユニット本体
部５０は、上面が開口する断面略Ｕ字状の箱型に形成され、被調理物を加熱する加熱空間
を形成する。グリルフード６０は、ユニット本体部５０の開口する上部を塞ぐようにネジ
９１，９２（図４参照）で固定される。グリルフード６０は、グリルバーナ６５を備える
。遮熱板７０は、グリルフード６０の上面を覆うように隙間を空けて支持され、グリルバ
ーナ６５から伝わる熱を遮断する。これにより、天板３の温度が過度に上昇するのを防止
する。なお、ユニット本体部５０、グリルフード６０、及び遮熱板７０の各構造について
は後述する。
【００１８】
　図３に示すように、遮熱板７０の上面の右端側と、筐体２の右側板部２１の上端部との
間には、バーナ取付台２６が略水平に渡設されている。バーナ取付台２６には、右コンロ
バーナ５が取り付けられている。右コンロバーナ５は、バーナ本体部１５１とスロート部
１５２を備える。バーナ本体部１５１は、円環状のバーナキャップ１５４が上部に載置さ
れることで、外周面に複数の炎孔部を形成する。スロート部１５２は、バーナ本体部１５
１の側面の前側下部に接続し、前方向に延びる。スロート部１５２の前端部には、ガスを
流入させる流入口１５３が設けられている。流入口１５３は、後述するガス量調節装置１
８のノズル１８Ａに対向して配置されている。スロート部１５２は、ノズル１８Ａから噴
出されるガスと、ガスの噴出により引き込まれる筐体２内の空気をスロート部１５２内で
混合し、バーナ本体部１５１に供給する。
【００１９】
　他方、遮熱板７０の上面の左端側と、筐体２の左側板部２２の上端部との間には、バー
ナ取付台２７が略水平に渡設されている。バーナ取付台２７には、左コンロバーナ６が取
り付けられている。左コンロバーナ６は、バーナ本体部１６１とスロート部１６２を備え
る。バーナ本体部１６１は、円環状のバーナキャップ１６４が上部に載置されることで、
外周面に複数の炎孔部を形成する。スロート部１６２は、バーナ本体部１６１の側面の前
側下部に接続し、前方向に延びる。スロート部１６２の前端部には、ガスを流入させる流
入口１６３が設けられる。流入口１６３は、後述するガス量調節装置１９のノズル１９Ａ
に対向して配置されている。スロート部１６２は、ノズル１９Ａから噴出されるガスと、
ガスの噴出により引き込まれる筐体２内の空気をスロート部１６２内で混合し、バーナ本
体部１６１に供給する。
【００２０】
　前板部２４の背面側において、ツマミ１１に対応する位置には、右コンロバーナ５用の
ガス量調節装置１８が設けられている。ガス量調節装置１８は、ガス量調節装置１８はノ
ズル１８Ａを備える。ノズル１８Ａは後方に突出し、右コンロバーナ５のスロート部１５
２の流入口１５３に向けてガスを噴出する。ガス量調節装置１８はツマミ１１と接続し、
ツマミ１１の回動量に応じてノズル１８Ａから噴出するガス量を調節する。
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【００２１】
　前板部２４の背面側において、ツマミ１３に対応する位置には、左コンロバーナ６用の
ガス量調節装置１９が設けられている。ガス量調節装置１９はノズル１９Ａを備える。ノ
ズル１９Ａは後方に突出し、左コンロバーナ６のスロート部１６２の流入口１６３に向け
てガスを噴出する。ガス量調節装置１９はツマミ１３と接続し、ツマミ１３の回動量に応
じてノズル１９Ａから噴出するガス量を調節する。
【００２２】
　前板部２４の背面側において、ツマミ１２に対応する位置には、グリルバーナ６５用の
グリル用ガス量調節装置（図示略）が設けられている。グリル用ガス量調節装置のガス出
口には、ガス配管２８の上流側端部が接続されている。ガス配管２８は後方に延び、後述
するバーナ取付台２６の下方を潜って上方に折り返し、さらにグリルバーナ６５のスロー
ト部６５１と略同一高さ位置で左方に屈曲して左方に延びている。ガス配管２８の下流側
端部には、ノズル（図示略）が設けられている。該ノズルは左方に突出し、グリルバーナ
６５のスロート部６５１の流入口６５３に向けてガスを噴出する。グリル用ガス量調節装
置はツマミ１２と接続し、ツマミ１２の回動量に応じてノズルから噴出するガス量を調節
する。
【００２３】
　図４，図５を参照し、ユニット本体部５０の構造を説明する。ユニット本体部５０は、
右壁部５１、左壁部５２、底壁部５３、背壁部５４等を備える。
【００２４】
　図５に示すように、右壁部５１は、右側面視略矩形状に形成されている。右壁部５１の
略中央部には、凹部５１４が設けられている。凹部５１４は、左側方に向けて凹状に形成
され、且つ右側面視前後方向に長い略矩形状に形成されている。凹部５１４の内側におけ
る上端部近傍には、燃焼用二次空気導入用の３つの空気孔５１５が前後方向に並んで設け
られている。空気孔５１５は前後方向に延びる略直線状の細孔であり、燃焼用二次空気を
グリル庫５００内に取り入れる。なお、空気孔５１５は細孔以外の形状でもよく、又は孔
を集合させた開口部でもよい。このような右壁部５１を外側から覆うようにして、ダクト
部８０が取り付けられる。ダクト部８０は、右壁部５１の凹部５１４との間に、燃焼用二
次空気を取り入れる為の通路を形成する。
【００２５】
　右壁部５１の前端部には、右側面部５１３が設けられている。右側面部５１３は、右壁
部５１の前端部から右側方に突出する正面視略矩形状の板部であって、面方向が前後方向
に向くように配置されている。右側面部５１３の上部には、スリット５１３Ａが設けられ
ている。スリット５１３Ａは、上下方向に延びる細孔である。スリット５１３Ａは、前板
部２４の開口部２５における右縁部の上部に設けられた係止爪２５１（図９参照）に係止
される。
【００２６】
　右壁部５１の上端部には、上面部５１１が設けられている。上面部５１１は、右壁部５
１の上端部から右側方に突出する平面視略帯状の板部であって、面方向が上下方向に向く
ように配置されている。上面部５１１の前後方向の略中央部位には、凹状に形成された載
置面５１２が設けられている。載置面５１２には、ダクト部８０の後述する上側固定部８
６が載置される。載置面５１２の前側には、上下方向に貫通する略矩形状の貫通孔５１２
Ａが設けられ、後ろ側には、上下方向に貫通する略矩形状の貫通孔５１２Ｂが設けられて
いる。さらに、貫通孔５１２Ａと５１２Ｂの間で、且つ貫通孔５１２Ｂ寄りには、円形状
の固定孔５１２Ｃが設けられている。
【００２７】
　左壁部５２は、左側面視略形状に形成されている。左壁部５２の略中央部には、凹部５
２４が設けられている。凹部５２４は、右側方に向けて凹状に形成され、且つ左側面視前
後方向に長い略矩形状に形成されている。凹部５２４の内側における上端部近傍には、燃
焼用二次空気導入用の３つの空気孔５２５が前後方向に並んで設けられている。空気孔５
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２５は前後方向に延びる略直線状の細孔である。なお、空気孔５２５は細孔以外の形状で
もよく、又は孔を集合させた開口部でもよい。このような左壁部５２を外側から覆うよう
にして、右壁部５１側と同様に、他方のダクト部８０が取り付けられる。ダクト部８０は
、左壁部５２の凹部５２４との間に、燃焼用二次空気を取り入れる為の通路を形成する。
【００２８】
　左壁部５２の前端部には、左側面部５２３が設けられている。左側面部５２３は、左壁
部５２の前端部から左側方に突出する正面視略矩形状の板部であって、面方向が前後方向
に向くように配置されている。左側面部５２３の上部には、スリット５２３Ａが設けられ
ている。スリット５２３Ａは、上下方向に延びる細孔である。スリット５２３Ａは、前板
部２４の開口部２５の左縁部の上部に設けられた係止爪（図示略）に係止される。
【００２９】
　左壁部５２の上端部には、上面部５２１が設けられている。上面部５２１は、左壁部５
２の上端部から左側方に突出する平面視略帯状の板部であって、面方向が上下方向に向く
ように配置されている。上面部５２１の前後方向の略中央部位には、凹状に形成された載
置面５２２が設けられている。載置面５２２には、ダクト部８０の後述する上側固定部８
６が載置される。載置面５２２の前側には、上下方向に貫通する略矩形状の貫通孔５２２
Ａが設けられ、後ろ側には、上下方向に貫通する略矩形状の貫通孔５２２Ｂが設けられて
いる。さらに、貫通孔５２２Ａと５２２Ｂの間で、且つ貫通孔５２２Ｂ寄りには、円形状
の固定孔５２２Ｃが設けられている。
【００３０】
　なお、ダクト部８０は、右壁部５１と左壁部５２の夫々の外面との間に隙間を形成する
ことで、グリルバーナ６５の燃焼によって温度が上昇する右壁部５１と左壁部５２から熱
を伝わり難くすることもできる。ダクト部８０の構造については後述する。
【００３１】
　図４を参照し、グリルフード６０の構造を説明する。グリルフード６０は、平面視略矩
形の板状に形成されている。グリルフード６０は、フード本体部６１、右縁部６２、左縁
部６３、上縁部６４、排気筒６６等を備える。フード本体部６１は、平面視略矩形状に形
成されている。フード本体部６１には、グリルバーナ６５が設けられている。グリルバー
ナ６５は、スロート部６５１と燃焼部６５２（図２参照）を備える。
【００３２】
　燃焼部６５２は、フード本体部６１の下面に設けられ、下方に向けて火炎を形成する多
数の炎孔部を備える。スロート部６５１は、燃焼部６５２の後端部から右方向に延びる（
図３参照）。スロート部６５１の右端部には、ガスを流入させる流入口６５３が設けられ
ている。流入口６５３は、ガス配管２８の下流側端部に設けられたノズル（図示略）と対
向する。該ノズルは流入口６５３に向かってガスを噴出する。スロート部６５１は、ノズ
ルから噴出されたガスと、ガスの噴出により引き込まれる筐体２内の空気を管内で混合し
、燃焼部６５２に供給する。
【００３３】
　右縁部６２は、フード本体部６１の右端部から右方に向かって略水平に延設され、平面
視前後方向に延びる略帯状に形成されている。右縁部６２の前後方向の略中央部には、円
形状の固定孔６２１が設けられている。右縁部６２は、ユニット本体部５０の右壁部５１
の上面部５１１に対し、ダクト部８０の上側固定部８６を介して配置される。さらに、右
縁部６２に設けられた固定孔６２１を、上面部５１１に設けられた固定孔５１２Ｃに位置
決めした後で、ネジ９１を上方から締結する。これにより、ユニット本体部５０の右壁部
５１の上面部５１１に対し、右縁部６２が固定される。
【００３４】
　左縁部６３は、フード本体部６１の左端部から左方に向かって略水平に延設され、平面
視前後方向に延びる略帯状に形成されている。左縁部６３前後方向の略中央部には、固定
孔６３１が設けられている。左縁部６３は、ユニット本体部５０の左壁部５２の上面部５
２１に対し、ダクト部８０の上側固定部８６を介して配置される。さらに、左縁部６３に
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設けられた固定孔６３１を、上面部５２１に設けられた固定孔５２２Ｃに位置決めした後
で、ネジ９２を上方から締結する。これにより、ユニット本体部５０の左壁部５２の上面
部５２１に対し、左縁部６３が固定される。
【００３５】
　さらに、左縁部６３の上面の後端側には、熱電対６７と点火電極６８が固定部材６９に
よって固定されている。熱電対６７は前側、点火電極６８は後側に配置されている（図２
参照）。熱電対６７と点火電極６８の夫々の先端部は、グリルバーナ６５の燃焼部６５２
に隣接する位置に突出するように配置されている（図２参照）。点火電極６８は、ツマミ
１２の押し回し操作に基づいて点火スパークを発生させる。それ故、スロート部６５１か
ら燃焼部６５２の各炎孔部に供給されたガスは、グリル庫５００内で燃焼する。熱電対６
７は、燃焼部６５２における失火を検出する。
【００３６】
　上縁部６４は、フード本体部６１の前端部から垂直上方に屈曲して設けられ、面方向が
前後方向に向く正面視左右方向に延びる略矩形の板状に形成されている。上縁部６４の右
端側の上部には、左右方向に延びるスリット６４１が設けられている。上縁部６４の左端
側の上部にも、左右方向に延びるスリット６４２が設けられている。スリット６４１，６
４２は、前板部２４の開口部２５の上縁部に設けられた左右一対の係止爪（図示略）に係
止される。
【００３７】
　排気筒６６は、グリルフード６０の後部に設けられている。排気筒６６は筒状に形成さ
れ、下側から上側に向けて設けられている。排気筒６６の上端部には、平面視左右方向に
長い略矩形状の開口部６６１が設けられている。開口部６６１は、天板３の後部に設けら
れた排気口部９の直下に配置される。グリル庫５００内の燃焼により生じた燃焼ガスは、
後方に向かって流れ、排気筒６６を上方に流れる（図２中二点鎖線の矢印参照）。排気筒
６６は、燃焼ガスを天板３の排気口部９に導く。
【００３８】
　排気筒６６の開口部６６１の内側には、フレームトラップ１７が取付具（図示略）によ
って取り付けられている。フレームトラップ１７は、略直方体の板状に構成された消炎部
材であり、例えばステンレス等からなるラス網等の２枚の多孔板の両端を曲げ加工し、そ
れを上下方向に向かい合わせて直方体の筒状に形成したものである。万が一、受皿４に溜
まった油や被調理物から火炎が生じたとしても、その火炎は、排気筒６６の筒上方上流側
に位置する下側の多孔板に接触して冷却される。さらに、各多孔板間には、燃焼ガスや被
調理物から生じた炭酸ガスが滞留して酸素濃度が希薄になるため、火炎への酸素供給が滞
る。こうした冷却効果及び酸欠効果により、フレームトラップ１７が排気筒６６内の内側
にまで延びる火炎を消炎するので、天板３の排気口部９（図１，図２参照）から火炎が溢
れ出すのを防止できる。
【００３９】
　さらに、排気筒６６の上端部には、略枠状の還流防止部材９０が固定されている。還流
防止部材９０は、開口部６６１の前側縁部、右側縁部、左側縁部に沿って配置され、開口
部６６１と、グリルバーナ６５のスロート部６５１の流入口６５５の間において、天板３
の下面との間に生じる隙間を閉塞する。還流防止部材９０は、排気筒６６の開口部６６１
から流れる燃焼ガスが、スロート部６５１付近に引き込まれて、グリルバーナ６５及び排
気筒６６内を還流するのを防止する。
【００４０】
　図４を参照し、遮熱板７０の構造を説明する。遮熱板７０は、金属板で構成され、平面
視略矩形状に形成されている。遮熱板７０は、本体部７１、右側固定部７２、左側固定部
７３等を備え、グリルフード６０を上方から覆うことができる程度の大きさを備える。本
体部７１は、正面視下側が開口する略コの字型で、且つ平面視略矩形状に形成されている
。右側固定部７２は、本体部７１の右側の下方に延びる下端部から右側方に突出し、平面
視前後方向に延びる略帯状に形成されている。右側固定部７２の長手方向略中央部には、
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固定孔７２１が設けられている。右側固定部７２は、グリルフード６０の右縁部６２の上
面に当接し、固定孔７２１が右縁部６２に設けられた固定孔６２１に位置決めされてネジ
９１で固定される。これにより、右側固定部７２が、グリルフード６０の右縁部６２の上
面に固定される。
【００４１】
　左側固定部７３は、本体部７１の左側の下方に延びる下端部から左側方に突出し、平面
視前後方向に延びる略帯状に形成されている。左側固定部７３の長手方向略中央部にも、
固定孔（図示略）が設けられている。左側固定部７３は、グリルフード６０の左縁部６３
の上面に当接し、固定孔が左縁部６３に設けられた固定孔６３１に位置決めされてネジ９
２で固定される。これにより、左側固定部７３が、グリルフード６０の左縁部６３の上面
に固定される。
【００４２】
　図６～図９を参照し、ダクト部８０の構造を具体的に説明する。ユニット本体部５０の
右壁部５１及び左壁部５２に取り付けられる二つのダクト部８０は、互いに同一部品であ
る。本実施形態は、説明の便宜上、右壁部５１に取り付けられるダクト部８０の向きを基
準にして説明する。
【００４３】
　ダクト部８０は、例えば金属板を折り曲げて形成され、縦壁部８１、第一支持部８２、
第一当接部８３、第二支持部８４、第二当接部８５、上側固定部８６等を備える。縦壁部
８１は、上下方向に起立した状態で、右側面視前後方向に長い略矩形状に形成されている
。縦壁部８１の下端部８１２は、前後方向に略直線状に延びている。その下端部８１２に
おける前側の略１／３の部位には、上方に折り返された折り返し部８１３が設けられてい
る。下端部８１２における後ろ側の略１／３の部位にも、上方に折り返された折り返し部
８１４が設けられている。下端部８１２における左右方向の略中央部には、切欠き部８１
５が設けられている。切欠き部８１５は、上方に向かって略円弧状に切り欠いて形成され
ている。
【００４４】
　第一支持部８２は、縦壁部８１の前端部から右壁部５１の外面側（左方）に屈曲して延
び、正面視上下方向に長い略矩形状に形成されている。第一当接部８３は、第一支持部８
２の前端部から前方に延び、右側面視上下方向に長い略矩形状に形成されている。第一当
接部８３は、ユニット本体部５０の右壁部５１の外面に当接する部位である。第二支持部
８４は、縦壁部８１の後端部から右壁部５１の外面側（左方）に屈曲して延び、背面視上
下方向に長い略矩形状に形成されている。第二当接部８５は、第一支持部８２の後端部か
ら後方に延び、右側面視上下方向に長い略矩形状に形成されている。第二当接部８５も、
ユニット本体部５０の右壁部５１の外面に当接する部位である。
【００４５】
　上側固定部８６は、縦壁部８１の上端部８１１から左側方に延び、平面視前後方向に延
びる略帯状に形成されている（図８参照）。上側固定部８６の前側と後ろ側には、上下方
向に貫通する平面視略矩形状の貫通孔８６１，８６２が設けられている。前側に位置する
貫通孔８６１の内縁部のうち後ろ側の縁部には、下方に突出する差込片８６１Ａ（図７，
図８参照）が設けられている。後ろ側に位置する貫通孔８６２の内縁部のうち前側の縁部
には、下方に突出する差込片８６２Ａ（図８参照）が設けられている。貫通孔８６１と８
６２の間には、前後一対の円形状の固定孔８６３，８６４が設けられている。後ろ側に位
置する固定孔８６４は、ダクト部８０をユニット本体部５０の右壁部５１に取り付ける際
に使用される。前側に位置する固定孔８６３は、ダクト部８０をユニット本体部５０の左
壁部５２に取り付ける際に使用される。即ち、上側固定部８６は、長手方向において中央
部を基準に対称形状になっている。それ故、本実施形態は、ダクト部８０を右壁部５１及
び左壁部５２の何れにも取り付けることができる。
【００４６】
　図４，図５，図８を参照し、ユニット本体部５０へのダクト部８０の取付方法の一例を
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説明する。右壁部５１にダクト部８０を取り付ける場合、先ず、ダクト部８０の上側固定
部８６を、右壁部５１の上面部５１１のうち載置面５１２に載置する。このとき、上側固
定部８６に設けられた差込片８６１Ａ，８６２Ａを、載置面５１２に設けられた貫通孔５
１２Ａ，５１２Ｂに対して上方から差し込む。これにより、上側固定部８６は、載置面５
１２に位置決めされる。そして、載置面５１２の固定孔５１２Ｃに対し、上側固定部８６
の固定孔８６４が配置される。固定孔８６４と固定孔５１２Ｃに対し、ネジ９１を締結す
る（図４参照）。よって、上側固定部８６は、載置面５１２に固定される。ダクト部８０
の第一当接部８３及び第二当接部８５は、右壁部５１の外面に当接させる。第一当接部８
３は前側、第二当接部８５は後ろ側に配置される。これにより、ダクト部８０の右壁部５
１への取り付けが完了する。右壁部５１に取り付けられた状態で、ダクト部８０の縦壁部
８１の下端部と右壁部５１との間には、底面視略矩形状の開口部８１８（図７参照）が形
成される。これにより、燃焼用二次空気は、ダクト部８０の下方から開口部８１８を介し
て内部に流入し、右壁部５１に設けられた３つの空気孔５１５を介してグリル庫５００内
にスムーズに取り込まれる。
【００４７】
　他方、左壁部５２にダクト部８０を取り付ける場合、右壁部５１に取り付けられたダク
ト部８０の向きに対して、ダクト部８０の前後方向の向きを逆にする。そして、上記と同
様に、先ず、ダクト部８０の上側固定部８６を、左壁部５２の上面部５２１のうち載置面
５２２に載置する。このとき、上側固定部８６に設けられた差込片８６１Ａ，８６２Ａを
、載置面５２２に設けられた貫通孔５２２Ａ，５２２Ｂに対して上方から差し込む。これ
により、上側固定部８６は、載置面５２２に位置決めされる。そして、載置面５２２の固
定孔５２２Ｃに対し、上側固定部８６の固定孔８６３が配置される。固定孔８６３と固定
孔５２２Ｃに対し、ネジ９２を締結する（図４参照）。よって、上側固定部８６は、載置
面５２２に固定される。ダクト部８０の第一当接部８３及び第二当接部８５は、左壁部５
２の外面に当接させる。右壁部５１に取り付けられたダクト部８０とは逆に、第一当接部
８３は後ろ側、第二当接部８５は前側に配置される。これにより、ダクト部８０の左壁部
５２への取り付けが完了する。左壁部５２に取り付けられた状態で、ダクト部８０の縦壁
部８１の下端部と左壁部５２との間には、底面視略矩形状の開口部（図示略）が形成され
る。これにより、燃焼用二次空気は、ダクト部８０の下方から開口部を介して内部に流入
し、左壁部５２に設けられた３つの空気孔５２５を介してグリル庫５００内にスムーズに
取り込まれる。
【００４８】
　なお、図７に示すように、本実施形態のダクト部８０では、上側固定部８６を水平では
なく、水平に対して左端側（先端側）をやや下げている。そのような上側固定部８６を、
ユニット本体部５０の右壁部５１の載置面５１２に載置し、ネジ９１で固定することによ
って、ダクト部８０全体が上側固定部８６を中心に正面視時計回りに移動し、右壁部５１
の外面に押し当てられる。これにより、ダクト部８０の第一当接部８３、及び第二当接部
８５を、右壁部５１の外面に密着させることができる。
【００４９】
　図２，図９を参照し、筐体２内におけるガス配管１０１の配設構造を説明する。図９に
示すように、筐体２内には、ガス配管１０１が配設されている。ガス配管１０１は、ガス
量調節装置１８，１９、及びグリル用ガス量調節装置に対してガスを供給する管である。
筐体２の後板部２３（図２参照）の左下角部近傍には、円形状の貫通孔（図示略）が設け
られている。ガス配管１０１の上流側の端部は、筐体２の内側から貫通孔に挿入され、筐
体２の外側に突き出している（図２参照）。そのガス配管１０１の上流側の端部には、管
状の接続具１００が設けられている。接続具１００には、図示しないガス元栓から延びる
ガスホースが接続される。これにより、ガスホースから接続具１００を介して、ガス配管
１０１にガスが供給される。
【００５０】
　ガス配管１０１は、貫通孔から前方に延び、前板部２４（図３参照）の近傍で右方に略
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直角に屈曲した後、グリル庫５００の下側を潜り抜けるようにして右方に延び、右壁部５
１（図３参照）の近傍まで配設されている。ガス配管１０１の下流側端部は、閉塞されて
いる。ガス配管１０１の下流側端部の近傍であって、ツマミ１１，１２に夫々対応する位
置には、二つのガス流通孔（図示略）が設けられている。これら二つのガス流通孔には、
固定部材１０５，１０６が固定されている。
【００５１】
　ツマミ１１に対応する固定部材１０５には、ガス量調節装置１８（図３参照）の下部が
固定される。ガス量調節装置１８の下部に設けられたガス入口は、固定部材１０５を介し
てガス流通孔と連通する。それ故、ガス配管１０１を流れるガスの一部は、ガス流通孔を
介して、ガス量調節装置１８のガス入口に流入する。ツマミ１２に対応する固定部材１０
６には、グリル用ガス量調節装置の下部が固定される。グリル用ガス量調節装置の下部に
設けられたガス入口は、固定部材１０６を介してガス流通孔と連通する。それ故、ガス配
管１０１を流れるガスの一部は、ガス流通孔を介して、グリル用ガス量調節装置のガス入
口に流入する。
【００５２】
　また、ガス配管１０１のうちツマミ１３に対応する位置にも、ガス流通孔（図示略）が
設けられている。このガス流通孔にも図示しない固定部材が固定され、該固定部材に対し
てガス量調節装置１９（図３参照）の下部が固定される。ガス量調節装置１９の下部に設
けられたガス入口は、固定部材を介してガス流通孔と連通する。それ故、ガス配管１０１
を流れるガスの一部は、ガス流通孔を介して、ガス量調節装置１９のガス入口に流入する
。このように、ガス配管１０１は、ガス量調節装置１８，１９、及びグリル用ガス量調節
装置に直接的に接続されている。よって、ガス量調節装置１８，１９、及びグリル用ガス
量調節装置を通じて、右コンロバーナ５、左コンロバーナ６及びグリルバーナ６５に対し
て、ガスが供給される。
【００５３】
　図６，図９を参照し、バーナ開口部２０１から筐体２内に侵入した煮汁が、遮熱板７０
の上面に落下した場合の煮汁の径路について説明する。例えば、天板３のバーナ開口部２
０１から筐体２内に煮汁が侵入する場合がある。その煮汁が遮熱板７０の上面に落下する
と、その上面を例えば右方又は左方に流れて、ダクト部８０の縦壁部８１の外面を伝って
下方に流れ落ちる場合がある。上記の通り、筐体２内において、ガス配管１０１の一部は
、グリル庫５００の下側を潜り抜けるようにして左右方向に延びている。つまり、ガス配
管１０１は、ダクト部８０の直下に配設された状態である。ここで、ダクト部８０の縦壁
部８１の下端部８１２において、ガス配管１０１が配設された配設領域Ｐ１（図６参照）
と上下方向に重なる部分には、折り返し部８１３が配置されている。さらに、ガス配管１
０１が配設されていない非配設領域Ｐ２（図６参照）と上下方向に重なる部分には、切欠
き部８１５が配置されている。
【００５４】
　このような位置関係では、ガス配管１０１の直上において、縦壁部８１の外面を伝って
流れ落ちる煮汁は、縦壁部８１の下端部８１２において、折り返し部８１３により受け止
められる。これにより、ガス配管１０１上に煮汁が直接かかり、腐食等が生じるのを防止
できる。そして、折り返し部８１３により受け止められる煮汁が多く、仮にオーバーフロ
ーした場合でも、その煮汁は折り返し部８１３から下端部８１２を伝い、円弧状に切り欠
いて形成された切欠き部８１５に徐々に溜まる。切欠き部８１５に一定以上の煮汁が溜ま
ると、その重みによって煮汁の表面張力が壊れるので、切欠き部８１５において煮汁が滴
下される。このように、切欠き部８１５は、下端部８１２を伝った煮汁を、非配設領域Ｐ
２に積極的に滴下させるので、ガス配管１０１に煮汁が直接かかるのを防止できる。
【００５５】
　他方、左壁部５２に取り付けられたダクト部８０においては、右壁部５１に取り付けら
れたダクト部８０と前後方向の向きが逆になる。それ故、ダクト部８０の縦壁部８１の下
端部８１２において、配設領域Ｐ１と上下方向に重なる部分には、折り返し部８１４が配
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置され、非配設領域Ｐ２と上下方向に重なる部分には、切欠き部８１５が配置される。こ
れにより、ダクト部８０の縦壁部８１の外面を、ガス配管１０１に向けて伝わり落ちる煮
汁は、縦壁部８１の下端部８１２において、折り返し部８１４により受け止められる。そ
して、折り返し部８１４により受け止められる煮汁が多く、仮にオーバーフローした場合
でも、その煮汁は折り返し部８１４から下端部８１２を伝い、切欠き部８１５において滴
下される。左壁部５２に取り付けられたダクト部８０においても、切欠き部８１５は、下
端部８１２を伝った煮汁を、非配設領域Ｐ２に積極的に滴下させるので、ガス配管１０１
に煮汁が直接かかるのを防止できる。なお、天板３のバーナ開口部２０２から筐体２内に
煮汁が侵入した場合も同様である。
【００５６】
　また、図７に示すように、ダクト部８０において、上側固定部８６と、第一支持部８２
の上端部との間には、所定の隙間８７が形成されている。ダクト部８０は、その隙間８７
に、右壁部５１の上面部５１１を差し込み、上側固定部８６の下面を上面部５１１の載置
面５１２に載置した状態で、ネジ９１を固定している。これにより、図９に示すように、
ダクト部８０の第一支持部８２、第一当接部８３、第二支持部８４、及び第二当接部８５
を、上面部５１１の下側に配置できるので、縦壁部８１の位置を、上面部５１１の右端部
の位置に揃えることができる。その結果、ダクト部８０は、ユニット本体部５０から右側
方に張り出さないので、遮熱板６０の右側固定部７２の夫々の右端部と、縦壁部８１との
間に大きな段差を生じない。よって、遮熱板７０の上面に落下して右側方に流動した煮汁
は、遮熱板６０の右側固定部７２の右端部から、そのまま縦壁部８１の外面を伝って流れ
落ちることができる。なお、左壁部５２に取り付けられるダクト部８０においても同様で
ある。
【００５７】
　以上説明において、ユニット本体部５０の右壁部５１及び左壁部５２が本発明の「左右
一対の側壁」の一例である。図９に示すガス配管１０１が本発明の「ガス配管」の一例で
ある。
【００５８】
　以上説明したように、本実施形態のコンロ１は、筐体２、天板３、及び右コンロバーナ
５等を備える。右コンロバーナ５のバーナ本体部１５１は、天板３に設けられたバーナ開
口部２０１を上下に挿通するように設けられている。筐体２内には、グリル庫５００が設
置されている。筐体２内において、ガス配管１０１が配設される領域を配設領域Ｐ１、ガ
ス配管１０１が配設されない領域を非配設領域Ｐ２とする。グリル庫５００の左右の両側
部（右壁部５１及び左壁部５２）には、ダクト部８０が夫々設けられている。ダクト部８
０には、上下方向に延びる縦壁部８１が設けられている。縦壁部８１の直線状に前後方向
に延びる下端部８１２において、配設領域Ｐ１と上下に重なる部分には、上方に折り返さ
れた折り返し部８１３が設けられている。非配設領域Ｐ２と上下に重なる部分には、切欠
き部８１５が設けられている。
【００５９】
　このような位置関係において、天板３のバーナ開口部２０１を通じて筐体２内に侵入し
た煮汁のうち、グリル庫５００の側部方向に流動した煮汁は、ダクト部８０の縦壁部８１
を伝って下方に流れ落ちる。ここで、流れ落ちた煮汁のうちガス配管１０１に向けて伝わ
り落ちる煮汁は、縦壁部８１の下端部８１２において、配設領域と上下に重なる位置に設
けられた折り返し部８１３により受け止められる。これにより、ガス配管１０１上に煮汁
が直接かかり腐食等が生じるのを防止できる。また、縦壁部８１において、非配設領域Ｐ
２と上下に重なる位置に切欠き部８１５を設けることにより、煮汁を非配設領域Ｐ２に積
極的に滴下させることができる。これにより、煮汁が折り返し部８１３からオーバーフロ
ーしてガス配管１０１にかかるのを防止できる。
【００６０】
　また、上記実施形態において、グリル庫５００の右壁部５１には、燃焼用二次空気をグ
リル庫５００内に取り入れる為の３つの空気孔５１５が設けられている。さらに、右壁部
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５１には、ダクト部８０が取り付けられている。ダクト部８０は、右壁部５１に設けられ
た３つの空気孔５１５を外側から覆うと共に、燃焼用二次空気を取り入れる開口部８１８
を下側に形成する。ダクト部８０は、開口部８１８から取り入れた燃焼用二次空気を空気
孔５１５に案内する。ダクト部８０の縦壁部８１は、右壁部５１に対して隙間を空けて対
向する位置に配置されている。切欠き部８１５は、その縦壁部８１の下端部８１２の長手
方向の中央部に設けられている。そして、その切欠き部８１５を挟む前後の位置に、折り
返し部８１３，８１４が設けられている。これにより、ダクト部８０の縦壁部８１の下端
部８１２は、中央部において対称形状にできるので、グリル庫５００の右壁部５１及び左
壁部５２に夫々設けられる二つのダクト部８０を共通化できる。
【００６１】
　なお、本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、種々の変更が可能である。上
記実施形態のコンロ１はグリル付きテーブルコンロであるが、ビルトインタイプのコンロ
であってもよい。また、コンロ１は、右コンロバーナ５と左コンロバーナ６の２つのコン
ロバーナを備えるが、コンロバーナの数は２つに限らず、１つでもよく、３つ以上であっ
てもよい。
【００６２】
　また、上記実施形態は、右壁部５１及び左壁部５２に夫々取り付けられるダクト部８０
を共通化する為に、縦壁部８１の下端部８１２の長手方向の中央部に切欠き部８１５を設
け、その切欠き部８１５を挟む前後の位置に、折り返し部８１３，８１４を設けているが
、部品共通化を考慮しないならば、切欠き部８１５、折り返し部８１３，８１４の夫々の
位置は、これに限定されない。また、切欠き部８１５は一つに限らず、複数であってもよ
い。また、折り返し部は、ガス配管の配設領域に合わせて、一つでもよく、二つ以上であ
ってもよい。また、右壁部５１用のダクト部８０と、左壁部５２用のダクト部８０とで、
切欠き部、折り返し部の個数、位置が異なっていてもよい。
【００６３】
　また、上記実施形態では、ダクト部８０の縦壁部８１の下端部８１２に、折り返し部８
１３，８１４、及び切欠き部８１５を設けているが、ダクト部８０を備えないグリル庫５
００の場合、右壁部５１及び左壁部５２の夫々の下端部に、折り返し部、及び切欠き部を
設けてもよい。
【００６４】
　また、上記実施形態のダクト部８０の縦壁部８１の下端部８１２には、非配設領域Ｐ２
に煮汁を滴下させる為に、切欠き部８１５を設けているが、切欠き部８１５の形状につい
ては、円弧状以外の形状でもよく、例えば、Ｕ字状、Ｖ字状等であってもよい。また、切
欠き部８１５に代えて、下方に突出する突起部のようなものを設けてもよい。例えば、図
１０に示すダクト部８０１は、上記実施形態のダクト部８０の変形例である。縦壁部８１
の下端部８１２の長手方向の中央部には、下方に略Ｖ字状に突出する突出部８１６が設け
られている。このようなダクト部８０１においても、縦壁部８１を流れ落ちて、折り返し
部８１３により受け止められる煮汁がオーバーフローした場合、その煮汁は折り返し部８
１３から下端部８１２を伝い、突出部８１６に流動する。そして、煮汁の表面張力が突出
部８１６の先端によって壊れるので、突出部８１６において煮汁が滴下される。このよう
な突出部８１６によっても、下端部８１２を伝った煮汁を、非配設領域Ｐ２に積極的に滴
下させることができる。
【００６５】
　また、上記実施形態において、ユニット本体部５０、グリルフード、遮熱板等に設けら
れる固定孔の数、位置等については、自由に変更可能である。
【符号の説明】
【００６６】
　　　１　　コンロ
　　　２　　筐体
　　　３　　天板
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　　　５　　右コンロバーナ
　　　６　　左コンロバーナ
　　５１　　右壁部
　　５２　　左壁部
　　８０　　ダクト部
　　８１　　縦壁部
　１０１　　ガス配管
　１５１，１６２　　バーナ本体部
　２０１，２０２　　バーナ開口部
　５００　　グリル庫
　８１２　　下端部
　８１３，８１４　　折り返し部
　８１５　　切欠き部
　８１８　　開口部
　　Ｐ１　　配設領域
　　Ｐ２　　非配設領域

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】

【図１０】
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